
宮
沢
賢
治
・
《
文
語
詩
稿
》

　
　
　
　
　
　
『
歌
稿
〔
B
〕
』

生
成
の
一
面

に
か
か
わ
っ
て

島
　
田
　
隆

輔

は
じ
め
に

　
《
文
語
詩
稿
》
（
草
稿
か
ら
定
稿
に
至
る
過
程
を
含
め
て
こ

う
表
記
す
る
）
に
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
前
後
に
ま
と

め
ら
れ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
『
歌
稿
〔
B
〕
』
が
か
か
わ
っ
て

く
る
の
は
、
そ
の
初
期
稿
が
形
成
さ
れ
て
く
る
三
〇
（
昭
和
五
）

年
前
後
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　
初
期
稿
段
階
の
針
路
は
、
や
は
り
三
〇
年
か
ら
三
一
（
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
パ
ユ
ロ

六
）
年
の
形
成
と
み
る
自
分
史
の
年
譜
を
編
成
す
る
『
文
語
詩

篇
ノ
ー
ト
』
に
よ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
、
自
伝
稿
の

構
築
の
た
め
に
歌
稿
の
題
材
が
求
め
ら
れ
た
も
の
、
と
ま
ず
は

指
摘
で
き
よ
う
。
『
歌
稿
〔
B
〕
』
に
は
、
盛
岡
中
学
時
代
か

ら
盛
岡
高
等
農
林
学
校
時
代
を
経
て
一
二
　
（
大
正
一
〇
）
年
頃

に
及
ぶ
短
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
清
書
原
稿
に
、
詩
人
が
な
ん
ら
か
の
手
を
加
え
て
い
る

も
の
で
、
《
文
語
詩
稿
》
に
至
っ
た
も
の
が
3
1
編
、
そ
の
う

ち
三
三
（
昭
和
八
）
年
成
立
の
定
稿
に
ま
で
た
ど
り
つ
い
た
の

は
2
0
編
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
『
歌
稿
〔
B
〕
』
上
の
《
文
語
詩
稿
》
に
向
か
う
手
入

れ
実
態
を
整
理
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
本
稿
で
は
、

宮
沢
賢
治
の
本
文
は
『
新
校
本
宮
澤
賢
治
全
集
』
（
筑
摩
書
房
）

に
よ
る
。
以
下
『
新
校
本
全
集
』
と
略
示
す
る
）
。

　
な
お
こ
の
表
で
は
、

　
▼
歌
稿
の
？
↓
↑
？
は
そ
の
手
入
れ
が
後
の
段
階
の
可
能
性

　
　
を
、
「
藍
」
は
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
示
す
。

　
▼
詩
稿
の
因
は
未
定
稿
、
国
は
『
文
語
詩
稿
五
＋
篇
』
定
稿
、

　
　
固
は
『
文
語
詩
稿
一
百
篇
』
定
稿
を
示
す
．

こ
と
と
し
た
。

【
表
①
】

　
一
展
開
過
程

▼
歌
稿

▼
詩
稿
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團図1図園囲團図1團国国一一團一国国一 番
号

詩
化

2　　2 1　　1　　1　　1　　1 1　　1 歌
1　　0
U　　2

9　　8　　8　　7　　5
V　　6　　0　　9　　3

4　　　1　　　8　　　3　　　3　　　2　　　1　　　1　　　1　　　1

S　　　6　　　9　　　4　　　2　　　2　　　8　　　4　　　3　　　0　　　8　　　1 稿／
●
5

1　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

S　　1　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

番
口

4 6　　7　　6 万

●　　　　　　　　● ●　　　　　　　　●　　　　　　　　o　　　　　　　　■　　　　　　　　● ●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　o　　　　　　　●　　　　　　　■

駈 二
／ 九

稿稿稿’　　9

U↓

改　改　改　・　改　改　改　改　改　題　改　改　・　・　改　・　詩　詩　・
@　　　稿　稿　稿　稿　稿　材　稿　稿　　　　　稿　　　化　化　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　■

@　　　　　　枠　　　枠　　　詩
@　　　　　　？　　　　　　化

鉛
筆

～
鷲
一
〇
？

■　　　　　　　　●

枠1’● 欝’1羅継霧’瀧 ノ　、

C
　？
@三
刀@一

●
転

ク ？

・　↓

@？
o　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●　　　　　　　　●

↓　・　・　・　・　・　・　・　…　　　　詩？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化

團圏

　　　因　　因　　因　　　因　　　　　因国国　　　　国　　国　　　国屑「「司「司　　　　　　　　　「司　　　　「司「司「司「司　　　　　　「司

　コ閧ｲ　練縞一

一団団園圃團圓国国図圃圖

2
3
8

2
8
0

3
7
Q
）

4
0
1
－
0
4

4
3
9

6
0
0
－
0
2

6
4
2
・
4
3

6
5
2
－
5
6

7
1
0

7
1
6
・
3
7

8
0
1
－
0
4

8
1
0
・
1
1

改
稿
・
詩
化
題

・
　
改
稿

詩
体
・改

稿
詩
化
？
↓

改
稿

題
材
？
↓

改
稿

改
稿
・
詩
化

枠題
　

転

枠

詩
体
枠
・
詩
化
？
↓
・

・
　
・
　
　
　
枠
・
題
材

・
　
詩
化
　
　
　
枠
・
転

1
Ψ
9
・

↓
9
・

↓
9
・

国国　　　　　　　困　　因
　　国国　　　　国
　　　　囹圄固　　 固固

　
　
（
　
番
に
か
か
わ
る
歌
稿
は
1
5
3
・
1
5
4
番
稿
に
2

0
5
番
稿
が
あ
る
。
ま
た
一
番
に
か
か
わ
る
歌
稿
は
2
0
2

番
稿
に
6
2
5
・
6
2
6
番
稿
が
あ
る
。
）

　
以
下
、
こ
こ
を
始
発
と
し
て
《
文
語
詩
稿
》
化
へ
の
途
を
み

と
お
し
て
み
た
い
。

1

『
歌
稿
〔
B
〕
』
か
ら
《
文
語
詩
稿
》
へ

表
①
に
掲
げ
た
《
文
語
詩
稿
》
に
向
か
う
歌
稿
上
の
手
入
れ
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現
場
は
、
お
お
む
ね
4
段
階
に
と
ら
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
語
句
の
手
入
れ
や
派
生
歌
を
加
え
る
な
ど
し
た
改
稿
を
契
機

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
が
ま
ず
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
れ
が
、

文
語
詩
化
に
向
か
お
う
と
い
う
詩
人
の
気
持
ち
の
現
わ
れ
な
の

か
ど
う
か
。
決
め
手
は
改
稿
歌
句
と
《
文
語
詩
稿
》
詩
句
と
の

親
近
性
か
ら
認
め
る
し
か
な
い
。

　
ま
た
鉛
筆
に
よ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ど
れ
が
ブ
ル
ー
ブ
ラ

ッ
ク
や
赤
の
イ
ン
ク
手
入
れ
に
先
後
す
る
の
か
は
決
め
が
た
い

場
合
が
多
い
。
た
だ
も
っ
と
も
早
い
段
階
に
、
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ

ク
イ
ン
ク
に
よ
る
「
詩
体
に
直
す
」
と
い
う
指
示
が
与
え
ら
れ

た
と
仮
定
し
て
お
く
。
歌
稿
を
詩
化
し
よ
う
と
の
意
識
が
芽
生

え
た
情
況
を
う
か
が
え
る
か
ら
だ
が
、
文
語
詩
化
を
意
図
し
た

か
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。

　
次
に
、
題
名
・
題
材
メ
モ
や
枠
囲
み
な
ど
に
よ
っ
て
文
語
詩

化
へ
の
意
欲
を
う
か
が
え
る
段
階
が
あ
る
。

　
「
中
尊
寺
」

　
「
◎
教
頭
黒
板
を
載
る
」

　
「
◎
見
本
園
の
夕
暮
」

　
「
朝
の
写
真
」

な
ど
と
み
え
、
題
材
と
し
て
は
（
［
↓
］

　
「
落
葉
松
赤
き
月
、
黒
き
葉
桜
、

題
名
と
し
て
は
、

　
　
（
　
）

　
　
（
■
囹
）

　
　
（
図
凹
）

　
　
（
図
圏
）

　
は
推
敲
）
、

山
羊
／
患
者
た
ち
」

　
　
　
　
　
（
■
凹
）

　
「
葉
桜
古
き
軍
帽
か
ぶ
れ
る
小
学
教
師
」
　
　
（
　
・
）

　
「
赤
み
か
げ
石
ひ
き
／
霧
降
る
林
と
／
濁
り
水
／
坂
の
ぼ
り

　
　
行
く
石
切
た
ち
／
雲
た
ち
ま
へ
る
前
山
」
　
　
（
　
・
）

　
「
氷
盤
火
星
、
公
園
下
を
放
歌
す
る
群
／
あ
と
す
べ
り
よ

　
　
く
す
る
内
務
部
長
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
）

　
「
岩
手
山
麓
の
谷
の
炭
焼
小
屋
、
そ
の
老
人
、
カ
ラ
フ
ト
の

　
　
話
、
夜
、
灌
木
の
白
き
花
／
羊
歯
／
鳥
の
声
／
石
の
く
づ

　
　
れ
落
つ
る
音
／
い
た
～
き
の
風
」
　
　
　
　
　
（
　
・
）

　
「
棒
の
硫
黄
［
は
／
（
倉
庫
↓
い
ま
鳴
り
出
で
ぬ
）
↓
ひ
ず

　
　
入
れ
る
音
］
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
）

　
「
夜
は
あ
け
て
山
々
に
白
雲
か
当
り
さ
つ
ま
隼
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凹
凹
）

な
ど
と
い
っ
た
か
た
ち
で
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
短
歌

を
て
が
か
り
に
し
て
、
記
憶
を
詳
細
に
た
ど
っ
て
い
る
詩
人
の

姿
が
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
は
、
具
体
的
な
文
語
詩
化
本
文
を
余
白
に
展
開
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
《
文
語
詩
稿
》
化
へ
の
途
に
露
わ
に
踏
み

だ
し
て
い
る
段
階
が
あ
り
、
つ
い
に
個
別
の
短
歌
へ
「
転
」
と

い
う
指
示
を
与
え
て
、
《
文
語
詩
稿
》
化
の
意
志
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
段
階
（
付
与
さ
れ
た
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
《
文
語
詩

稿
》
と
し
て
起
稿
さ
れ
て
い
る
）
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
、
《
文
語
詩
稿
》
化
の
段
階
に
入
る
と
、
次
の
よ
う
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な
過
程
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
。
表
中
の
符
号
つ
い
て
は
、

　
・
図
　
　
『
文
語
詩
篇
ノ
ー
ト
』
の
鉛
筆
、
藍
イ
ン
ク
記
事
の

　
　
　
　
　
段
階
。
一
文
ぼ
相
当
す
る
と
推
定
。

　
　
図
　
　
赤
イ
ン
ク
記
事
の
段
階
と
推
定
。

　
・
園
　
　
東
京
ノ
ー
ト
。

　
・
団
　
　
詩
稿
用
紙
に
起
稿
し
、
〈
了
〉
印
付
与
。

　
　
？
□
　
用
紙
筆
具
は
初
期
稿
要
件
に
合
致
す
る
も
、

　
　
　
　
〈
了
〉
印
な
し
。

　
・
晦
1
　
遺
稿
番
号
、
初
期
稿
段
階
の
形
成
。

　
　
2
　
遺
稿
番
号
、
再
編
稿
段
階
ま
で
の
展
開
か
。

　
・
團
　
鉛
筆
・
赤
イ
ン
ク
（
国
・
固
へ
分
収
）
の
く
写
〉

　
　
　
　
　
印
付
与
草
稿
。

　
　
團
　
　
藍
イ
ン
ク
（
国
・
固
へ
分
収
）
、
青
イ
ン
ク
（
固

　
　
　
　
　
へ
）
の
く
写
〉
印
付
与
草
稿
。

な
ど
の
意
味
で
用
い
た
。

【
表
②
】

番詩
号化国■

圏
團

初
期
稿四国

●　　　　●

園

圃
　
團

圃
　
因
2

固

盛定
態稿
の題
冒名
頭

柳
沢
野

中
尊
寺
一
一

園囿国困圖團図1團一一團図一團国国一一”一

図？図　：叉？図図図・・ mヨ・・団…　団・二・口回・…　団・団
　　　　　　　　　　　國　　　　　　國・団　・匠］団団団　団団団　　団団匠］・　・

囲因↓囲i↓↓↓i↓困↓因↓↓i↓↓囲↓囲因
　Nα　　　　　　　　Nα　Nα　　　　　　　　Nα
團1 ｣騙　零11團零団団零1
　　　　　　　　　團　團
　　團　　團国国　　　　　　　国　国　　国
　固固　囹圄固　　　　　固　　固固固固

幹
わ
れ
ら

火
渡
り

巡
業
隊

士
才
の

氷
上

甚
乾
か
ぬ

製
炭
小
屋

黒
血
の
い
ろ

公
子

百
合
を
堀
る

麻
打

丘斎
月
の
鉛
の

釜
石
よ
り

黄
昏

目
の
出
前

老
農

樹
園

浮
世
絵

紀
念
写
真

菅
霜
枯
れ
の

畳
あ
か
つ
き
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團団団図園囿圓

園　　　　　咳
・… @　匠］・・

団団国国1団・
因困↓↓↓↓囲
NαNd

11　団団
　　　團
国国
　　固固固

種
山
ヶ
原

硫
黄

岩
手
公
園

斎
こ
ら
は

畳
ほ
の
あ
か

隼
人

隅
田
川

　
こ
れ
を
み
る
と
、
『
文
語
詩
篇
ノ
ー
ト
』
を
針
路
と
し
た
自

分
史
構
築
の
初
期
稿
段
階
で
な
く
、
三
一
年
の
秋
、
終
の
疾
中

に
陥
っ
て
初
期
稿
が
途
絶
し
た
の
ち
、
三
二
（
昭
和
七
）
年
以

降
に
展
開
す
る
再
編
段
階
に
入
っ
て
か
ら
、
《
文
語
詩
稿
》
化

さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
（
7
編
）
。
逆
に
、
定
稿
に
至
ら

な
か
っ
た
も
の
も
少
な
く
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
歌
稿
か
ら
の
《
文
語
詩
稿
》
の
過
程
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
（
草
稿
で
あ
る
再
編
稿
群
は
定
稿
化
段
階
に
併

存
す
る
）
。

　
　
　
■
剛
閣
凹
■
圓
園
圃
■
■
■
■
■
■

　
　
　
「
晦
－
番
稿
　
　
6
編

　
　
　
丁
ー
ー
2
番
稿
　
5
編

歌
稿
⊥
口
囲

　
　
丁

三
二
⊥
壬
二
年
・
六
－
七
－
八
月

9
編
画
稿
　
　
↓
定
稿
国
・
固

　
　
　
丁
　
一
2
編
I
　
　
　
　
I
l
↓
定
稿
国

　
　
　
T
l
－
1
6
編
1
　
　
　
⊥
團
稿
↓
定
、
稿
国
・
固

　
　
　
「
1
　
　
3
編
－
1
　
　
　
一
　
　
　
　
↓
定
稿
固

　
歌
稿
に
よ
る
再
編
稿
と
は
、
三
一
年
の
闘
病
記
録
『
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
手
帳
』
の
な
か
に
、

　
　
厳
に
／
日
課
を
定
め
／
法
を
先
と
し
／
父
母
を
次
と
し
／

　
　
近
縁
を
三
と
し
／
社
杢
糸
農
村
を
／
最
后
の
目
標
と
し
て
／

　
　
只
猛
進
せ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
～
4
6
渥
）

と
い
う
か
た
ち
で
、
あ
ら
た
め
て
刻
印
し
た
「
社
会
農
村
を

最
后
の
目
標
と
し
て
只
猛
進
せ
よ
」
と
の
詩
人
の
覚
悟
に
支
え

ら
れ
た
、
農
村
改
革
へ
の
い
わ
ば
詩
的
実
践
と
し
て
展
開
す
る
、

と
私
は
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
も
う
単
純
な
自
分
史
構
築
の

意
図
を
超
え
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
入
沢
康
夫
が
、

　
　
発
想
の
元
に
あ
っ
た
「
私
性
」
「
個
別
性
」
「
具
体
性
」

　
　
が
、
推
敲
が
進
み
、
稿
が
改
め
ら
れ
る
ご
と
に
薄
れ
て
行

　
　
っ
て
、
「
三
人
称
性
」
「
客
観
性
」
「
普
遍
性
」
が
そ
れ
に

　
　
と
っ
て
代
わ
る
（
後
略
）
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
の
「
個
別
性

　
　
か
ら
の
脱
却
」
を
賢
治
は
な
ぜ
必
要
と
し
た
の
か
。

　
　
　
ハ
　
ロ

と
指
摘
し
た
、
そ
の
変
容
の
背
景
に
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
手
帳
』

の
覚
悟
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
歌
稿
か
ら
《
文
語
詩
稿
》
へ
の
過
程
を
、
少
し
具
体
的
に
み
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て
み
よ
う
。

2

歌
稿
か
ら
文
語
詩
稿
「
柳
沢
野
」
へ

囮
番
の
「
柳
沢
野
」
に
至
9
た
場
合
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
「
明
治
四
十
四
年
一
月
よ
り
」
歌
群
の
う
ち
、

　
　
み
裾
野
は
雲
低
く
垂
れ
す
～
ら
ん
の
／
白
き
花
咲
き
　
は

　
　
な
ち
駒
あ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

と
い
う
1
番
歌
を
も
と
に
、
三
〇
年
以
降
に
歌
稿
上
で
文
語
詩

化
を
は
か
る
と
こ
ろ
が
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
の
詩
化
1
が
（
［
↓
］
は
推
敲
の
過
程
、
・
↓
は
新
設
、

↓
・
は
削
除
、
以
下
同
）
、

　
　
柳
沢
／
こ
ゆ
れ
ば
山
の
裾
野
に
て

　
［
流
る
y
雲
と
↓
（
・
↓
け
は
し
き
）
雲
の
流
れ
（
を
↓
と

　
　
↓
て
↓
る
る
を
）
］

　
　
海
鼠
の
に
ほ
ひ
い
ち
ぢ
る
く

　
　
き
み
か
げ
さ
う
の
花
さ
け
ば

　
［
・
↓
這
ひ
松
青
く
つ
ら
↓
・
］

　
　
馬
は
黒
藻
に
飾
ら
れ
ぬ

と
い
う
も
の
で
、
短
歌
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
海
鼠
の
に
ほ
ひ
」

と
い
う
の
が
不
意
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
詩
化
に
並
行
し
て
は
、

『
文
語
詩
篇
ノ
ー
ト
』
に
も
、

　
　
1
9
1
1
／
岩
手
山
二
独
リ
登
山
ス
／
夕
暮
、
か
く
こ
う

　
　
鳥
、
空
線
、
風
、
す
ゴ
ら
ん
、
柏
林
、

と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
こ
の
山
行
の
記
憶
が
詳
細
に
よ
み
が

え
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
詩
化
2
に
は
、

　
［
・
↓
柳
沢
を
こ
ゆ
れ
ば
山
の
裾
野
に
て
］

　
［
裾
野
に
来
れ
ば
↓
・
・
↓
に
て
↓
・
］

　
［
・
↓
雲
（
ひ
く
く
垂
れ
↓
の
流
れ
の
い
と
ひ
く
く
）
］

　
［
雲
ひ
く
く
垂
れ
↓
・
］
海
鼠
の
に
ほ
ひ
［
し
て
↓
・
］

　
［
雲
垂
れ
て
↓
風
に
み
ち
］

　
［
（
す
～
ら
ん
白
き
↓
き
み
か
げ
さ
う
の
）
は
な
咲
（
き
て

　
　
↓
け
ば
）
↓
・
］

　
　
馬
は
黒
藻
に
［
↓
飾
ら
れ
ぬ
↓
つ
く
ら
れ
ぬ
↓
飾
ら
れ
ぬ
］

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
海
鼠
の
に
ほ
ひ
／
風
に
み
ち
」
て
く
る

と
、
「
す
ゴ
ら
ん
／
き
み
か
げ
さ
う
」
の
花
が
、
舞
台
か
ら
姿

を
消
し
て
ゆ
く
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
不
意
に
現
わ
れ
て
き
た
こ
の
「
海
鼠
の
に

ほ
ひ
」
と
は
何
な
の
か
。

　
そ
こ
で
、
口
語
稿
に
眼
を
転
じ
て
み
る
と
、
心
象
ス
ケ
ッ
チ

集
『
春
と
修
羅
』
の
な
か
に
、
「
海
鼠
の
匂
」
が
す
で
に
み
え

て
い
た
（
「
真
空
溶
媒
」
（
一
九
二
二
、
五
、
一
八
）
。

　
　
い
て
ふ
の
葉
な
ら
み
ん
な
青
い

　
　
冴
え
か
へ
っ
て
ふ
る
へ
て
み
る
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い
ま
や
そ
こ
ら
は
巴
8
ぎ
一
瓶
の
な
か
の
け
し
き

　
　
　
　
き
う
ん

　
　
白
い
輝
雲
の
あ
ち
こ
ち
が
切
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
か
い
さ
う

　
　
あ
の
永
久
の
海
蒼
が
の
ぞ
き
で
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
こ

　
　
そ
れ
か
ら
新
鮮
な
そ
ら
の
海
鼠
の
匂

　
こ
の
農
学
校
教
師
時
代
の
「
真
空
溶
媒
」
に
つ
い
て
、
恩
田

逸
夫
は
「
空
の
色
を
海
の
蒼
で
表
現
し
た
の
に
続
け
て
、
そ
の

連
想
か
ら
、
潮
で
洗
わ
れ
た
新
鮮
な
ナ
マ
コ
の
匂
い
を
空
の
匂

い
と
し
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
稿
に
添
え
ら
れ
た
副
題
「
（
国
営
。

穿
き
奮
す
冒
ζ
o
お
8
）
」
に
対
し
て
「
ド
イ
ツ
語
、
朝
の
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヨ
ロ

想
。
冒
は
四
目
が
正
し
い
用
法
」
と
注
を
つ
け
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
二
二
年
五
月
の
朝
の
幻
想
と
し
て
、
雲
の
切
れ
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
こ

か
ら
の
ぞ
く
空
に
深
海
の
色
を
見
て
、
そ
こ
に
「
海
鼠
の
匂
」

を
感
覚
的
に
と
ら
え
た
も
の
、
と
い
え
る
。
そ
の
う
え
で
「
文

語
詩
で
も
、
次
の
よ
う
に
ナ
マ
コ
の
匂
い
を
と
り
あ
げ
て
い
る
」

と
、
恩
田
論
は
三
〇
年
以
降
の
歌
稿
文
語
詩
化
1
を
同
例
に
引

く
。
け
れ
ど
も
、
ふ
た
つ
の
「
海
鼠
の
匂
／
に
ほ
ひ
」
は
同
質

の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
口
語
稿
で
も
、
昭
和
に
入
っ
た
羅
須
地
人
協
会
時
代
を
題
材

と
し
た
『
春
と
修
羅
第
三
集
』
一
〇
七
二
番
稿
（
一
九
二
七
＼

六
＼
一
＼
）
に
「
海
鼠
」
が
現
わ
れ
て
き
て
い
た
。

　
　
第
一
お
ま
へ
が
こ
こ
よ
り
東

　
　
鶯
い
ろ
に
装
ほ
ひ
て

　
　
連
亘
遠
き
地
塊
を
覆
ひ

　
　
は
て
は
渺
茫
視
界
の
き
は
み

　
　
大
洋
を
さ
へ
犯
す
こ
と

　
　
第
二
に
は
か
の
層
巻
雲
や

　
　
青
い
虚
空
に
逆
っ
て

　
　
お
ま
へ
の
北
へ
馳
け
る
こ
と

　
　
第
三
　
暗
い
気
層
の
海
鼠

　
　
五
葉
の
山
の
上
部
に
於
て

　
　
あ
ら
ゆ
る
淫
卑
な
ひ
か
り
と
か
た
ち

　
　
そ
の
変
幻
と
出
没
を

　
　
お
ま
へ
が
や
当
も
は
ゴ
か
ら
ぬ

　
　
こ
れ
ら
を
綜
合
し
て
見
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ム
ブ
ス

　
　
あ
や
し
く
や
は
ら
か
な
雨
雲
よ
（
定
稿
）

　
　
　
　
　
（
「
県
技
師
の
雲
に
対
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
」
）

　
こ
こ
に
「
に
ほ
ひ
」
は
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
「
黒
く
淫
ら

　
ニ
ム
ブ
ス

な
雨
雲
」
の
到
来
に
「
異
常
な
不
安
を
持
」
つ
た
県
技
師
が
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ム
ブ
ス

議
申
し
立
て
を
お
こ
な
う
も
の
で
、
「
雨
雲
」
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
が
「
暗
い
気
層
の
海
鼠
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
詩
稿
の
情
景
描
写
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
容
、
修
飾
が
ほ

ど
こ
さ
れ
て
幻
想
風
な
お
も
む
き
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
も

幻
想
で
な
い
。
そ
の
「
暗
い
気
層
の
海
鼠
」
が
遠
野
の
東
南
に

あ
っ
て
、
三
陸
海
岸
と
を
隔
て
て
い
る
「
五
葉
の
山
の
上
部
に
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於
て
」
「
あ
ら
ゆ
る
淫
卑
な
ひ
か
り
と
か
た
ち
／
そ
の
変
幻
と

出
没
を
」
「
や
y
も
は
～
か
ら
ぬ
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

に
凶
作
を
も
た
ら
し
て
き
た
気
象
、
あ
の
ヤ
マ
セ
が
、
い
ま
ま

さ
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
、
そ
の
光
景
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
使
用
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
『
方
眼
罫

手
帳
』
に
も
、
「
海
温
低
ク
不
順
ナ
ル
七
月
下
旬
ト
／
八
月
ト

ヲ
／
迎
フ
ベ
キ
や
否
や
ト
」
と
記
し
て
あ
っ
て
、
海
水
温
に
対

す
る
不
安
を
示
し
て
い
た
か
ら
、
歌
稿
の
文
語
詩
化
の
な
か
に

出
現
し
は
じ
め
た
「
海
鼠
の
に
ほ
ひ
」
と
は
、
そ
の
ヤ
マ
セ
の

到
来
を
嗅
ぎ
と
ろ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
き
た
も
の
だ
、

と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
が
詩
稿
用
紙
に
《
文
語
詩
稿
》
と
し
て
展
開
す
る
の
は
、

三
二
年
か
ら
三
三
年
の
間
と
み
ら
れ
、

（』

ﾍ
連
の
境
を
示
す
。
以
下
同
）
。

　
　
　
　
　
裾
野

　
　
焼
け
の
な
だ
ら
を
雲
は
せ
て

　
　
海
鼠
の
に
ほ
ひ
い
ち
じ
る
き

　
　
う
れ
ひ
て
蒼
き
柏
ゆ
ゑ

　
　
馬
は
黒
藻
に
掃
は
れ
つ

　
「
海
鼠
の
に
ほ
ひ
い
ち
じ
る
き
」

れ
ひ
て
蒼
き
柏
」

樹
木
に
霊
力
を
感
じ
て
い
た
詩
人
が
、

次
の
よ
う
に
起
稿
す
る

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
書
稿
開
始
形

　
　
　
　
　
　
　
ま
ま
に
、
こ
こ
で
は
「
う

が
ま
た
不
意
に
現
わ
れ
て
い
る
。
柏
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
を
「
う
れ
ひ
て
蒼

き
」
さ
ま
だ
と
い
う
。
そ
こ
に
、
ヤ
マ
セ
の
到
来
に
よ
る
凶
作

の
不
安
が
投
影
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
図
③
】

ロロロロロドロ

　　一　　巳　　睡　　　　1
　　＝文：
歌：語：
稿：詩：
詩1篇：　　巳　　　　1化：ノ：
　1・11　　■　　　　1
醐嘲 宙鼈黶|・ト1

歌
稿

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
”
甲

歌
稿
詩
化
1
”
L

　
　
　
　
　
”

　
■　

1

　
驕

　
一

　
昌

　
一■

1
騒
騒
■
■
■
一
一
1
・
■
■
■
■
■
■
■

1■口■6囎

口
語
稿
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
”

歌
稿
詩
化
2
、

　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
”
■

　
　
　
　
　
魍
　
　
一

　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
■

裾
野
雲
す
ゴ
ら

ん
の
花
は
な
ち
駒

一
空
線
風
柏
林

”
海
鼠
の
に
ほ
ひ
黒
藻

”新
鮮
な
そ
ら
の
海
鼠
の
に

ほ
ひ
↓
暗
い
気
層
の
海
鼠

　
　
　
　
　
　
　
”
き
み
か
げ
さ
う
の
は
な
咲
け

文
語
詩
稿
草
稿
・
：
ば
↓
・

文
語
詩
稿
定
稿

”
う
れ
ひ
て
蒼
き
柏

”

■
　
■

　
こ
こ
に
は
、
右
に
概
念
化
し
て
い
る
よ
う
な
、
少
年
時
代
に

散
策
し
た
岩
手
山
麓
の
歌
を
土
台
に
、
農
村
に
向
か
っ
て
い
っ

た
青
年
時
代
に
ま
の
あ
た
り
に
し
た
凶
作
の
記
憶
が
累
層
化
し

て
ゆ
く
過
程
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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い
ま
、
山
麓
か
ら
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
は
、
非

近
代
的
空
間
の
ま
ま
取
り
残
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
凶
作
農
村
の

存
在
な
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
う
し
て
た
ど
り
つ
い
た
定
稿
は
、
次
の
と
お
り
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
柳
沢
野

　
①
焼
け
の
な
だ
ら
を
雲
は
せ
て
、

　
　
海
鼠
の
に
ほ
ひ
い
ち
じ
る
き
。
　
』

　
②
う
れ
ひ
て
蒼
き
柏
ゆ
ゑ
、

　
　
馬
は
黒
藻
に
飾
ら
る
㌧
。

　
農
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
馬
の
、
黒
藻
に
飾
ら
れ
た

す
が
た
に
、
あ
の
凶
作
地
帯
を
み
つ
め
た
文
語
詩
稿
〔
盆
地
に

白
く
霧
よ
ど
み
〕
に
も
登
場
し
て
い
る
「
藻
を
装
へ
る
馬
」
の

か
げ
も
ま
た
、
透
け
て
み
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
試
み
に
、
定
稿
の
口
語
訳
を
提
示
し
て
お
く
。

焼
走
り
の
ゆ
る
や
か
な
峯
を
雲
が
駈
け
て
な
が
れ
、

海
鼠
の
潮
の
匂
い
が
ひ
ど
く
隠
れ
も
な
い
こ
と
。

心
配
そ
う
に
蒼
ざ
め
立
ち
つ
く
し
て
い
る
柏
だ
の
に
、

馬
は
黒
い
藻
で
う
つ
し
く
装
っ
て
い
る
な
あ
。

3

歌
稿
か
ら
文
語
詩
稿
「
浮
世
絵
」
へ

　
い
ま
ひ
と
つ
、
2
8
0
番
歌
を
契
機
に
「
浮
世
絵
」
に
至
っ

た
　
　
番
の
場
合
も
み
よ
う
。

　
「
大
正
五
年
三
月
よ
り
」
の
歌
群
の
な
か
に
あ
る
、

　
　
さ
わ
や
か
に
／
朝
の
い
の
り
の
鐘
鳴
れ
と
／
ね
が
ひ
て
過

　
　
ぎ
ぬ
／
君
が
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
8
0

と
い
う
、
通
り
が
か
っ
た
「
君
が
教
会
」
に
思
わ
ず
「
朝
の
い

の
り
の
鐘
鳴
れ
」
と
心
を
寄
せ
た
も
の
。
そ
れ
に
対
し
て
、
詩

人
は
歌
稿
の
手
入
れ
段
階
で
は
、
次
の
よ
う
な
派
生
歌
を
加
え

て
い
る
。

　
回
プ
ジ
ェ
ー
師
よ
／
か
の
に
せ
も
の
の
赤
富
士
を
／
稲
田
宗

　
　
二
や
持
ち
行
き
し
と
か

　
固
プ
ジ
ェ
ー
師
よ
／
い
ざ
さ
わ
や
か
に
鐘
う
ち
て
／
春
の
あ

　
　
し
た
を
／
寂
め
ま
さ
ず
や

　
回
プ
ジ
ェ
ー
師
は
／
古
き
版
画
を
好
む
と
か
／
家
に
か
へ
り

　
　
て
／
た
づ
ね
贈
ら
ん

　
回
プ
ジ
ェ
ー
師
や
／
さ
て
は
浸
礼
教
会
の
／
タ
ッ
ピ
ン
グ
氏

　
　
に
／
絵
な
ど
送
ら
ん

　
こ
こ
に
は
、
2
8
0
番
歌
の
「
君
」
が
プ
ジ
ェ
ー
神
父
で
あ

る
と
強
調
す
る
と
と
も
に
、
彼
に
か
か
わ
る
記
憶
に
「
に
せ
も

の
の
赤
富
士
」
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
だ
。

　
こ
れ
を
土
台
に
、
三
二
年
以
後
の
《
文
語
詩
稿
》
再
編
段
階
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に
、

文
語
詩
と
し
て
詩
稿
用
紙
に
展
開
し
て
ゆ
く
。

　
　
　
・
　
（
下
書
稿
二
で
「
春
」
と
命
名
）

ま
し
ろ
な
る
塔
の
地
階
に

あ
し
た
と
も
ひ
る
と
も
わ
か
ず

さ
く
ら
ば
な
け
む
り
わ
た
せ
り
　
　
』

や
る
せ
な
き
プ
ジ
ェ
ー
教
父
は

　
あ
が
な
ひ
し
に
せ
の
赤
富
士

　
し
め
や
か
に
と
り
い
づ
る
な
れ

　
ぼ
う
と
降
る
目
ざ
し
の
か
な
た

　
た
～
赤
く
銃
び
し
タ
ン
ク
の

　
ね
む
た
げ
に
水
吸
ひ
あ
ぐ
る

　
葱
緑
の
か
ゴ
や
く
そ
ら
に

　
水
い
ろ
の
ひ
と
み
を
こ
ら
す

　
ひ
と
紙
を
か
ぎ
す
ま
す
な
れ

詩
稿
に
は
、
．

』』

　
　
　
　
　
　
フ
ジ
ェ
ー
神
父
の
肖
像
が
、

事
件
に
か
ら
め
て
豊
か
に
造
形
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、

「
た
～
赤
く
鋳
び
し
タ
ン
ク
の
／
ね
む
た
げ
に
水
吸
ひ
あ
ぐ
る
」

【
図
④
】■量

　■

　■

　■

　掴

　■

　■

　1
　■

　■

　■　
：

・派
　■

・生　■

一一　所

（
下
書
稿
一
開
始
形
）

「
に
せ
の
赤
富
士
」

歌
稿

ラ
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
し
　
　
し
　
　
し
　
　
し
　
　
ド
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ド
　
　
コ
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
派
生
歌
”

　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
一

君
が
教
会
」
」

プ
ジ
ェ
ー
師

富
士
春
」

に
せ
の
赤

”
塔
の
地
階
さ
く
ら
タ
ン
ク

　
　
”
文
語
詩
稿
下
書
一
”
・
』
葱
緑
の
そ
ら
水
い
ろ
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
コ

　
”
…
・
…
…
…
．
，
一
”
　
と
み
」

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ロ

　
”
文
語
詩
稿
下
書
二
”
・
、
赤
く
銃
び
し
タ
ン
ク
↓
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅

　
ロ　

　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
ド

旧・

F
：
・
．
・
：
．
．
．
．
．
．
一
”
　
れ
い
ろ
う
の
ひ
と
み
」

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

”
文
語
詩
稿
下
書
三
”
・
㌔
藍
微
塵
目
青
現
玉
の
天

　
　
　
　
　
　
　
　
一

口

　
　
　
　
　
　
　
　
■

隔

　
　
　
　
　
　
　
　
●

文
語
詩
稿
定
稿

■

臼塵－

・
↓
も
ろ
手
な
お
祈
る
↓
こ
れ
は
こ

　
あ
く
か
　
ひ
か
り
か
　
さ
か
え
か

れ
悪
業
乎
［
榮
光
乎
↓
榮
光
乎
］
」

と
い
う
あ
た
り
近
代
化
の
ひ
と
つ
の
象
徴
で
あ
っ
た
蒸
気
機
関

車
の
停
車
場
光
景
と
も
み
え
て
、
別
時
空
の
記
憶
も
ま
た
重
ね

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
も
ま
た
神
父
と
関
係
の
あ
っ

た
事
態
な
の
か
は
、
不
明
な
の
だ
が
。

　
つ
ま
り
、
短
歌
を
契
機
と
し
て
、
プ
ジ
ェ
ー
神
父
に
ま
つ
わ

る
記
憶
の
い
く
つ
か
が
、
《
文
語
詩
稿
》
の
生
成
過
程
の
な
か

で
、
右
の
概
念
図
④
の
よ
う
に
、
定
稿
に
向
か
う
詩
層
と
し
て

集
積
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
結
局
、
三
三
年
八
月
の
定
稿
で
は
、

　
　
　
　
　
浮
世
絵

　
①
ま
し
ろ
な
る
塔
の
地
階
に
、

　
　
さ
く
ら
ば
な
け
む
り
か
ざ
せ
ば
、

　
　
や
る
せ
な
み
プ
ジ
ェ
ー
神
父
は
、

　
　
と
り
い
で
ぬ
に
せ
の
赤
富
士
。
　
　
』
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れ

　
②
青
現
玉
か
～
や
く
天
に
、

　
　
れ
い
ら
う
の
瞳
を
こ
ら
し
、

　
　
　
　
　
　
　
あ
く
か
さ
か
え
か

　
　
こ
れ
は
こ
れ
悪
業
乎
榮
光
乎
、

　
　
か
ぎ
す
ま
す
北
齊
の
雪
。

と
い
う
、
題
材
を
し
ぼ
り
題
名
も
改
め
た
4
句
／
2
連
構
成
の

端
的
な
詩
の
場
が
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
で
想
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
詩
法
メ
モ
の
8
に
、

　
　
第
三
詩
集
　
手
法
の
革
命
を
要
す
／
殊
に
凝
集
化
　
強
く

　
　
　
鋭
く
／
行
を
あ
け

と
指
示
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
第
三
詩
集
」

を
『
春
と
修
羅
第
三
集
』
を
指
す
と
み
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、

三
一
年
以
降
の
東
北
砕
石
工
場
花
巻
出
張
所
用
箋
に
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
『
第
三
集
』
の
相
当
数
が
《
文
語
詩

稿
》
化
さ
れ
て
解
体
に
向
か
う
時
期
に
見
合
う
点
で
、
「
第
三

詩
集
」
と
は
、
『
第
三
集
』
を
多
く
吸
収
す
る
《
文
語
詩
稿
》

の
再
編
が
向
か
お
う
と
し
て
い
る
先
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
後
者
の
立
場
か
ら
い
う
と
、
「
殊
に
凝
集
化
」
と
い

う
手
法
が
、
草
稿
の
過
程
に
お
け
る
記
憶
の
集
積
と
、
最
終
草

稿
か
ら
定
稿
に
み
ら
れ
る
表
現
凝
縮
へ
の
動
向
と
は
、
《
文
語

詩
稿
》
再
編
以
後
の
詩
人
の
態
度
を
ち
ょ
う
ど
い
い
あ
て
て
い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
転
生
の
果
て
に
現
わ
れ
た
「
浮
世
絵
」
定
稿
は
、
た

　
　
　
　
　
　
だ
　
も

と
え
ば
、
木
原
理
雄
な
ど
、
舞
台
の
主
体
的
人
物
プ
ジ
ェ
ー
神

父
像
に
焦
点
を
あ
て
て
読
む
鑑
賞
が
多
い
。
確
か
に
、
そ
の
表

情
か
ら
そ
の
心
理
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
神
父
の
造
形
が

果
た
さ
れ
て
お
り
、
見
事
な
の
だ
。
だ
が
、
詩
人
が
託
そ
う
と

し
た
詩
想
の
中
軸
は
、
そ
こ
に
な
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
詩

の
場
を
「
浮
世
絵
」
と
命
名
し
た
、
そ
の
こ
と
が
詩
想
へ
の
指

標
で
は
な
い
の
か
。
「
浮
世
絵
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
問
題
、

そ
れ
を
気
づ
か
せ
た
の
が
、
こ
の
神
父
だ
っ
た
。

　
　
　
　
あ
く
か
さ
か
え
か

　
彼
の
「
悪
業
乎
集
光
乎
」
を
、
木
原
論
が
「
に
せ
絵
造
り
達

の
悪
業
の
結
果
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
北
斎
の
浮
世
絵
が

あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
り
過
ぎ
た
栄
え
の
し
る
し
な
の
か
」
と

理
解
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
。

　
た
だ
、
「
罪
業
」
や
「
栄
光
」
と
い
う
語
彙
の
信
仰
性
が
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

う
も
気
に
か
か
る
。
そ
れ
に
、
「
か
の
に
せ
も
の
の
赤
富
士
」

（
傍
点
は
島
田
）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
け
し
て
単
純
な
贋

作
購
入
事
件
で
な
く
、
な
に
か
複
雑
な
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
こ

に
じ
ま
せ
た
「
あ
の
贋
作
」
に
ち
が
い
な
い
、
と
み
え
る
。
す

る
と
、
こ
の
事
件
を
教
訓
に
、
「
罪
業
」
の
道
か
ら
「
栄
光
」

の
道
に
立
ち
戻
ら
ね
ば
、
と
い
う
神
父
の
悔
悟
の
こ
と
ば
に
も

理
解
で
き
そ
う
だ
。
た
だ
、
そ
の
舌
の
根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、

神
父
は
ま
た
も
「
か
ぎ
す
ま
す
北
齊
の
雪
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
そ
の
人
間
味
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
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こ
う
し
て
、
近
代
化
の
範
と
し
た
異
邦
の
聖
職
者
で
さ
え
も

魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
後
進
国
の
浮
世
絵
だ
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
江
戸
期
以
来
の
庶
民
文
化
を
、

近
代
化
の
な
か
で
、
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
実

は
、
晩
年
の
詩
人
に
、
か
つ
て
庶
民
の
生
活
の
な
か
に
あ
っ
た

浮
世
絵
に
つ
い
て
、

　
　
明
治
に
な
っ
て
西
の
忙
し
い
文
明
が
嵐
の
や
う
に
日
本
を

　
　
襲
ひ
、
日
本
が
こ
れ
を
し
ば
ら
く
忘
れ
て
み
た
う
ち
に
、

　
　
そ
の
大
半
は
塵
に
移
し
、
一
部
は
海
の
か
な
た
に
散
っ
て
、

　
　
今
や
ほ
と
ん
ど
内
地
に
は
こ
れ
ら
や
さ
し
い
数
葉
の
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

　
　
影
だ
に
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
　
　
（
「
浮
世
絵
広
告
文
」
）

と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。
近
代
化
の
過
程
で
発
生
し
た
過
誤
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
浮
世
絵
の
喪
失
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
浮
世
絵
は
ひ
と
つ
の
事
例
で
あ
り
、
近
代
化
の
過

程
で
喪
失
し
て
い
っ
た
も
の
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
失
っ
て
よ

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
無
念
な
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
れ
は
、
非
近
代
的
な
も
の
が
い
ま
な
お
存
続
し
て
い
る
、
と

い
う
ま
な
ざ
し
を
も
生
む
。
詩
想
の
軸
は
、
こ
の
国
の
近
代
化

の
あ
り
よ
う
を
問
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
、
こ
こ
で
も
、
定
稿
の
口
語
訳
を
試
み
て
お
く
。

教
会
の
ま
つ
白
な
塔
の
地
階
に
こ
も
っ
て
、
窓
の
外
に
満

開
の
桜
花
が
け
ぶ
っ
て
陰
を
な
し
て
い
る
の
を
み
あ
げ
る

と
、
気
持
ち
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
プ
ジ
エ
神

父
は
、
ま
た
も
取
り
だ
し
て
み
る
の
だ
　
赤
富
士
の
ニ
セ

の
版
画
を
。

青
い
宝
玉
の
か
が
や
き
そ
の
も
の
で
あ
る
天
空
に
、
麗
し

く
澄
み
き
っ
た
そ
の
瞳
を
も
っ
て
し
ば
ら
く
ぢ
つ
と
見
つ

め
、
こ
れ
は
ま
あ
罪
業
な
の
か
神
の
祝
福
の
兆
し
か
、
鼻

先
ま
で
近
づ
け
て
あ
ら
た
め
て
み
る
　
北
斎
の
描
い
た
雪

と
雲
と
を
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
場
の
構
造
を
、

し
て
み
る
と
、

試
み
に
概
念
化

西
欧
の
近
代
性

プ
ジ
ェ
ー
神
父

　　1一　 一　　　　　 1

■一輌一－一■騨一一－．一』

岩
手
の
風
土

岩
手
山
麓

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
…
　
北
斎
の
赤
富
士
”
　
　
…
　
海
鼠
の
に
ほ
ひ
”

　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
”
日
本
の
庶
民
文
化
”
　
　
”
　
　
凶
作
の
風
土
”

　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

と
い
う
ふ
う
で
あ
ろ
う
か
。
舞
台
の
土
台
に
あ
る
の
が
、
失
わ

　　一』・　》　　　　 ■

＿＿＿＿一＿＿』
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れ
た
庶
民
文
化
で
あ
り
、
変
わ
ら
ぬ
凶
作
の
風
土
で
あ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
層
の
底
部
に
、
日
本
の
近
代
化

の
あ
り
よ
う
に
対
す
る
宮
沢
賢
治
の
批
判
的
な
眼
が
ひ
そ
ん
で

い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
こ
う
し
て
歌
稿
か
ら
《
文
語
詩
稿
》
へ
の
過
程
を
見
と
お
し

て
み
る
と
、
先
の
入
沢
論
に
あ
っ
た
と
お
り
、
顕
著
な
傾
向
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
私
の
視
座
か
ら
他
者
に
向
か
う
視
座
へ
転
じ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
過
程
を
図
示
す
れ
ば
、

・
歌
稿

私
の
視
座

▼
単
層
の
場
…
私
を
主
体
と
す
る
場
（
自
伝
性
の
露
出
）

・
文
語
詩
稿

←

他
者
に
向
か
う
視
座

←←←

　
▼
多
層
な
場
－
・
他
者
と
共
有
す
る
場
（
社
会
性
の
現
出
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
注
）1

　
島
田
「
宮
沢
賢
治
・
文
語
詩
篇
ノ
ー
ト
の
研
究
」

　
　
（
島
大
国
文
3
一
　
二
〇
〇
五
）
。

2
　
　
「
賢
治
の
文
語
詩
」
（
『
宮
沢
賢
治
文
語
詩
の
森
』
所

　
収
、
柏
プ
ラ
ー
ノ
一
九
九
九
）
。

3
　
日
本
近
代
文
学
大
系
3
6
『
高
村
光
太
郎
／
宮
澤
賢
治

　
集
』
、
角
川
書
店
一
九
七
一
。

4
　
夏
に
停
滞
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
す

　
低
温
の
風
が
親
潮
（
寒
流
）
の
海
面
を
吹
走
す
る
過
程
で

　
霧
や
層
雲
を
伴
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
海
洋
性
寒
冷
気
流

　
が
北
海
道
・
東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
か
ら
内
陸
へ
と
吹

　
き
込
む
。
こ
の
霧
や
層
雲
を
伴
っ
た
（
湿
度
の
高
い
）
夏

　
季
に
し
て
は
低
温
（
寒
冷
…
日
平
均
気
温
二
〇
℃
以
下
）

　
の
風
を
ヤ
マ
セ
と
呼
ぶ
。
卜
藏
建
治
『
ヤ
マ
セ
と
冷
害
－

　
東
北
稲
作
の
あ
ゆ
み
』
（
成
山
堂
書
店
二
〇
〇
二
）
に
よ

　
る
。

5
　
『
新
校
本
全
集
』
第
十
三
巻
上
校
異
を
参
照
。

6
　
『
宮
沢
賢
治
文
語
詩
の
森
』
（
柏
プ
ラ
ー
ノ
一
九
九
九
）

　
に
所
収
の
論
。

7
　
ロ
ー
カ
ル
な
、
あ
る
い
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
件
で
あ
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ろ
う
か
ら
、
真
相
が
つ
か
み
に
く
い
が
、
調
査
を
継
続
中

　
で
あ
る
。

8
　
昭
和
四
二
年
筑
摩
書
房
版
全
集
第
十
二
巻
後
記
に
「
浮

　
世
絵
広
告
文
」
は
■
「
昭
和
六
年
頃
」
盛
岡
の
及
川
四
郎
に

　
　
「
新
商
売
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
浮
世
絵
の
販

　
売
を
す
す
め
て
即
座
に
書
い
た
も
の
」
と
い
う
。
浮
世
絵

　
に
関
す
る
宮
沢
賢
治
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
知
見
の
一
端
が

　
う
か
が
え
る
。
『
新
校
本
全
集
』
第
十
四
巻
校
異
を
参
照
。

［
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
三
一
日
花
巻
の
宮
沢
賢
治
学
会

イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
夏
季
特
設
セ
ミ
ナ

ー
『
賢
治
短
歌
の
謎
に
迫
る
②
』
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
宮

沢
賢
治
短
歌
の
転
生
に
つ
い
て
」
を
も
と
に
、
訂
正
・
取
捨

と
と
も
に
不
足
を
補
う
加
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
］

　
　
　
　
　
（
島
根
県
立
松
江
工
業
高
校
定
時
制
課
程
教
諭
）
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